
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

美雨（Měiyǔ）

ジャンク

バロック

ゴシック

14歳

【06　喪失】

64

煉獄

10
【30　日常】

【25　葬儀】

【55　炎】

【12　父の腕】

【32　謝罪】

【25　葬儀】更新

【55　炎】更新

退屈だけどどあたたかくて、変わりばえしないけれ幸せな日常。そんな日々がきっといつまでも続くと信じていたのだけれど……気づけばこんな体で、こんな世界で……何があったのだろう。

誰が死んだのだろう。みんなが悲しんで、打ち沈んで、泣いている人もいる。あなたはどうだったろう。大きくかけられた写真の顔はぼやけている。でも、その葬儀はきっと大切な人のものなのだ。

炎がまるで蛇のようにあちらこちらを這いずり回る。あなたはただ見ていることしかできない。 　そのときのあなたはあまりに無力で、あまりに脆かった。 　今では、炎に包まれたところで痛みを感じないけれど、あの時あなたは確かに……

『力強い父の手、顔に当たる硬い髭の感触。　あなたの華奢な体を抱きしめてくれたその腕を、あなたは覚えている。　その腕の持ち主はきっともういないけれど、そのぬくもりだけで心の支えになってくれる

『大切な人を守れなかった。謝らなくてはいけないのに。まだ一言も謝っていないのに。　気が付けば死んでいて、死にながら生きている。あの人はきっといるはず。　あの人に謝らなくては、謝らなくては。』

『父が死んだ。と聞かされて、あれよあれよと連れまわされた。 　なぜ？　それは聞かされていないが、棺の中の父と顔を合わせることはなかった。 　母は泣いていた。しかし、分かっていたようだった。なぜ？ 　みんなが父が死ぬのを知っていた。　なぜ？』

『あつい。くるしい。あつい、だれかたすけて。　もう声は出なくて、あなたの視界を獰猛な炎が埋め尽くしていく。　皮膚が焼かれ焦げていく感覚。炎に全身が弄ばれる感覚。　あなたはそれが永遠に続く苦しみを知っている。』
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ジーナ（ひろのさん）

トキ

依存

保護

対抗

依存

3

3

1

0

0

0

パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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バトルパートにおけるターン終了時、「たからもの」を破損した際、いずれも狂気点の増加を受けない。

防御1、1ターンに何度使ってもよい。同じダメージに対しての複数回の使用は不可。

けるダ肉弾・白兵攻撃におメージ+1

自身のいるエリア内の敵全てに「転倒」を与える。

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

支援1

移動1

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1(最低0)

たからもの。拾ったがらくたなどが入っている。入っているものはあなたしか知らない。

移動1

移動1

妨害1

最大行動値+1

望む「アクション」マニューバ1つを「ラピッド」として使用する

移動妨害1

防御1+「切断」無効化.

肉弾１+転倒
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